
２．社会実験の体制

主催 東京都環境局（自動車公害対策部）

共催 一般社団法人 東京路線トラック協会

社団法人 東京都トラック協会

財団法人 東京都道路整備保全公社

協力 第一貨物㈱、福山通運㈱、日本通運㈱、トナミ運輸㈱、

新潟運輸㈱、信州名鉄運輸㈱、㈱エービーエクスプレス、

協同組合 新宿摩天楼、その他 連絡中継運輸各社

㈱伊勢丹、㈱小田急百貨店、㈱三越、日本百貨店協会

１．社会実験の目的
都心の公共駐車場等の未利用時間・区画を有効活用した商業施設等へ

の端末物流の共同化や配送時間帯の分散により、貨物車の走行量を抑

制する物流効率化モデルを構築するとともに推進方策を検討し、 環境負

荷の低減を図ることにある。

３．社会実験の期間

平成２１年１０月１９日（月）から 同年１１月１８日（水）の一ヶ月間

（ただし、土・日・祝祭日を除く）

［社会実験の概要］ ［社会実験の実施要領（引取りの例）］
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４．社会実験の概要

工程３〔百貨店納品〕

伊勢丹小田急百貨店 百貨店 三越

工程２〔共同荷さばき施設〕
仕分け・積替え 配置人員

作業責任者 １名
仕分作業員 ２名

第２共同荷さばき施設第２共同荷さばき施設（引取り２便、持込み）

第２便 7:00～ 及び持込み事業者

場所：協同組合 新宿摩天楼 本店

第１共同荷さばき施設第１共同荷さばき施設（引取り１便）

第１便(早朝便) 23:30～6:30の間

場所：都庁大型車駐車場

共同配送車両

２t車 ２台

川崎地区
※第２施設へ持込み

日本通運㈱福山通運㈱第一貨物㈱ ㈱ｴｰﾋﾞｰｴｸｽﾌﾟﾚｽ 信州名鉄運輸㈱

通常時

荷量増への対応時

城南地区 江東地区 板橋地区 ※第２施設へ持込み

工程１〔路線便事業者ターミナル〕

ﾄﾅﾐ運輸㈱

新潟運輸㈱
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５．社会実験の実施要領（引取りの例）

協力会社ターミナルでの積込み

伍

共同納品共同納品貨物貨物

のぼり旗で表示されている貨物をのぼり旗で表示されている貨物を引取り・横持ち・共同納品する引取り・横持ち・共同納品する。。

東路協情報システム東路協情報システム ((ティーポスティーポス))

共同納品貨物の情報入力ターミナル等の表示

ターミナルと横持車の表示


